







その他のタイトル The Ideological Base of Crime Victim Support
by Focusing a Concept of Victim's Culpability:













































(浜井 2004:19-21; Hamai and Ellis 2008: 79-82など)がなされてきた.また，
刑事司法的ないし経済的な支援によってとりこぼされる犯罪被害者支援の福祉実
践としての側面に注目して，セルフヘルプ・グループの活動を記述する研究がな
































る活動のなかで構築されると分析する (Holsteinand Miller 1990: 105-19). こ
の視角に依拠して，百本でも多くの事例研究が蓄積されてきた(鮎)1 1996;狩
谷 1998;山本 2001などにまた 被害者というカテゴリーの歴史的な変容過程










































そのさいに注自するのが， J.ベストのいう「クレイム形成 (Claimsmaking)j 
の過程である.ベストは，社会問題が形成される過程をつぎの 6つの段階に整理
する. Iクレイム形成j，Iメディア報道 (MediaCoverage) J， I大衆的反応 (Pub-
lic Reactionj， I政策形成 (Policymaking)J， I社会問題ワーク (SocialProblems 


























介した f被害者の有貫性jと結び付けて検討する必要性が出てくる. (中 1各〕
f完全に責任のない被害者j， r有貫性の少ない被害者jの例としては，幼児
や少年の誘拐や変質者の幼児に対する性犯罪の被害，全く不運としか言いよ


















































[1992J 1998: 8;諸津 [1992J1998: 27-34). その主要な要習の 1つとされたの
が，被害者の有貫性だった.
宮津は，被害者学の研究を体系化した博士論文を，慶m主義塾大学の法学部へ1965





































































































































































そして，第 3次被害者化を，以下の現象として定義した.第 1次被害者化と第 2
次被害者化が，持続的な負の影響を被害者の人格に対しでもたらす現象である(宮













































































































8) たとえば， r犯罪被害者の救済制度J(r朝日新聞j1974.9.21朝刊， 5面)で
ある.新聞報道の活動の詳細については，同村.(2013) を参照.
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